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【序】近年我々は、画像計測における必要性から、Windows環境で C言語による計測プログ
ラミングを行っている。その経験を通じて MS-DOS 環境から Windows環境に移行する際の
「障壁（メッセージ、スレッドについての理解）」を認識した。本発表では、この二点につい

ての解説を行い、さらにサンプルプログラム、参考文献を示す事にする。これらの情報を参

考にすれば、MS-DOS環境と同様な感覚で C言語による計測プログラミングが可能になると
考えている。なお、サンプルプログラムのソースコードは、近日中に公開予定の研究室のホ

ームページ内に掲載する予定であり、そのアドレスは学会当日にポスターに明記する。 
【Windowsプログラムの特徴】 
１：基本構成（メッセージの役割） 一般的なWindowsプログラムの根幹は、WinMain関数
とウィンドウのコールバック関数（ウィンドウプロシージャと呼ばれる）である。 
全てのWindowsプログラムの実行は、WinMain関数の呼び出しで始まる。この関数の役割
は、ウィンドウの生成、そしてオペレーティングシステム（OS）からのメッセージの受け取
りと処理である。OSより送られるメッセージは、何らかのイベント（キーを押した、ウィン
ドウ中のボタンが押された等）に対応している。WinMain 関数は、受け取ったメッセージを
適宜加工し、OSを介してウィンドウプロシージャに伝える。 
ウィンドウプロシージャは、受け取った種々のメッセージに対応した実際の処理を行う。

図１にその例を示す（この例は、図２に示したサンプルプログラムの中から選んだ）。図中の

「IDC_BUTTON1」は、図２の「表示」ボタンが押された事に対応するメッセージであり、
これに対応して測定スレッド関数が起動することになる。ウィンドウプロシージャはコール

バック関数の一種であり、OSがメッセージを伝える必要があるときに呼び出される。そして
ウィンドウプロシージャは、内部に記述された switch文に応じて処理を判定し実行する。こ
の処理後にウィンドウプロシージャは終了し、次の呼び出しに備える。 

case WM_COMMAND: 
 switch(LOWORD(wp)){ 
 case IDC_BUTTON1: 
  //測定スレッド起動 

  threadHandle = (HANDLE)_beginthreadex(0, 0, Measurement,  
    (LPVOID) &measure, 0, (unsigned *) &threadID); 

 return TRUE; 
図１ ウィンドウプロシージャ内の記述例（抜粋） 

２：スレッド 上では「受け取ったメッセージに応じて、ウィンドウプロシージャが実際の

処理を行う」と述べた。しかし、その処理が複雑な場合がある（計測プログラミングは、正

にその好例である）。このとき、その処理をウィンドウプロシージャ内に全て記述してしまう

と、この処理を行っている間プログラムはメッセージに応答できなくなる（ボタンを押して

も反応しない等）。このような場合には、スレッド関数に処理すべき内容を記述し、ウィンド



ウプロシージャではその関数を呼び出すことだけを行う（図１参照）。スレッドとは、実行中

のプログラムの中の１つの処理の流れのことであり、Windows環境では１つの実行プログラ
ムの中に複数の流れ（マルチスレッド）を持つ事ができる。ウィンドウプロシージャは、ス

レッド関数を呼び出した後に速やかに終了できるので、次の OS の呼び出しに備えることが
できる。一方、スレッド関数は、これを呼び出したウィンドウプロシージャが終了した後も、

独立して測定を続けることが可能である。このスレッド関数は、内部に適切な終了条件を設

定しておくことで、ユーザーの希望する機会に終了させることができる（終了条件の実装に

ついては、サンプルプログラムのソースコードを参照のこと）。 
【サンプルプログラムの概要】 
 サンプルプログラムは、Visual C++ 6.0
環境でコーディングした。クラスライブラ

リは使用せず、Win32 API 関数と C 言語
の標準ライブラリ関数を使用した。 
プログラムの主な機能は、①「表示ボタ

ン」を押すと正弦波形を計算し描画する、

②「記録ボタン」を押すとこれらに加えて

描画したデータをファイルに保存する、の

二つである。「正弦波形の計算コード」を

各自が必要とする「計測機器の制御（デー

タ取得）コード」に置き換えてやる事で、

独自の計測プログラムに書き換えることができる。また、その他に以下の機能も実装してい

る：高性能パフォーマンスカウンタを利用した計時機能；プログラムからの情報をテキスト

表示する「メッセージ画面（デバッグ、エラー発生時に有用）」；書き込んだテキストをファ

イル保存する「メモ画面（計測条件などの保存に利用可能）」。 

 
図２ サンプルプログラムの実行画面 

 Windows環境において C言語で自由に計測プログラムを構築する能力は、独自の新しい計
測システムを開発するための、ひとつの大きな武器となるはずである。 
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（補足）文献１は、今回のプログラム作成で一番参考にした本である。また文献２は、

関数の戻り値や引数の記述が見易く、スレッド・同期の記述が充実しており、文献１を

補う形で参考にした。ファイル入出力、通信については、文献３に詳しい記述があり、

この本と文献１、２を揃えれば、出発点として充分である。その後には、Windowsプロ
グラミングの一般的知識ならば文献４、画像の取り扱いならば文献５を参照すればよい。 


